
第１５回木材利用シンポジウム 〜国産材時代の象徴丸太輸送トラック〜 

 

日本森林学会・日本木材学会・土木学会による「土木における木材の利用拡大に関する横

断的研究会（委員長：桃原郁夫 森林総合研究所）」及び「土木学会木材工学委員会（委員

長：吉田雅穂 福井工業高等専門学校教授）」は，木材供給側である森林や木材の専門家と

連携し，気候変動緩和策・適応策への貢献という同一の視点で土木分野における木材の利

用拡大の推進を図るとともに，土木材料に木材を利用した場合の環境的評価や工学的な研

究を推進しています． 

これらの活動が実を結びつつある中，伐期を過ぎた森林の管理や木材の利用促進の妨げ

となりつつあるのが木材輸送に関する懸念の増大です．2024 年にトラックドライバーの労働

時間の管理が厳格化されたことやドライバーの高齢化などにより，今後はこれまで以上に木

材輸送を効率化し，木材を必要とする場所・時間に適切に届けるシステムを構築していく必

要があります．そこで，元林野庁職員として林業や木材産業の特性を熟知し，現在は「ノース

ジャパン素材流通協同組合」理事長として東北地方を中心とした木材流通の現場で活躍さ

れている鈴木信哉氏を本年度の木材利用シンポジウム特別講演にお招きし，「国産材時代の

象徴丸太輸送トラック」と題するテーマの下，木材流通における現状と課題，さらには今後の

展望についてお話いただく予定です． 

鈴木氏のご講演に併せ，土木分野における木材利用促進に向け活動している土木学会木

材工学委員会の各小委員会よりそれぞれの活動についてご紹介させていただく予定となっ

ております． 

本シンポジウムは，会場及びオンライン併用で行います．参加無料となっておりますので皆

さま奮ってご参加下さい． 

 

主催：土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会，公益社団法人土木学会（担当：

木材工学委員会） 

共催（予定含む）：一般社団法人日本森林学会，一般社団法人日本木材学会 

後援（予定含む）：林野庁，公益社団法人砂防学会，公益社団法人日本木材加工技術協会，

公益社団法人日本木材保存協会，一般社団法人木橋技術協会，公益社団法人地盤

工学会，一般社団法人日本森林技術協会 

 

日時：2025年 5月 19日（月）13:20～17:00 

会場：土木学会講堂及び zoomによるオンライン開催 

 

参加費：無料（ただし，参加人数把握のため，会場参加・オンライン参加に関わらず事前申込

制とさせていただきます．懇親会参加希望者は，当日会場で参加費をお支払い下さ

い．） 

 

事前申込はこちらから(https://www.jsce.or.jp/events) 

※オンライン参加と講堂参加の区分にご注意の上お申し込みをお願いいたします． 

 



CPD：土木学会 CPD 認定プログラム（2.7 単位（予定）），森林分野 CPD 認定プログラム

（CPD量:3.5（予定）） 

※受講証明書の発行方法は ZoomURLの配信メールに記載しております． 

 

プログラム（予定） ※一部内容について変更する場合があります． 

 

司会 木村礼夫 木材工学委員会幹事長 

13:20～13:30 開会挨拶 桃原郁夫 横断的研究会委員長 

第１部 特別講演 

13:30〜14:30 「国産材時代の象徴丸太輸送トラック」 

  素材流通協同組合 鈴木信哉理事長 

14:30〜14:45 休憩 

14:45～15:00 第 23回木材工学研究発表会 優秀講演者表彰式 

15:00〜15:05 休憩 

15:05～16:45 小委員会報告 

(1)CO2収支評価研究小委員会，(2)木橋の新技術に関する研究小委員会， 

(3)地中使用木材の耐久性と耐震性研究小委員会， 

(4)木製建設資材に関する研究小委員会ほか 

16:45～16:55 その他 

16:55～17:00 閉会挨拶 吉田雅穂 木材工学委員会委員長 

 

シンポジウム終了後，懇親会を予定しています． 

 

・連絡先 

公益社団法人土木学会 研究事業課 飯野実 

〒160-0004 東京都新宿区四谷１丁目（外濠公園内） 

 

TEL：03-3355-3559 ／ FAX：03-5379-0125 

E-mail minoru@jsce.or.jp 

 

・お問合せ 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 桃原 郁夫 

E-mail：momohara@ffpri.affrc.go.jp 


